
法科大学院ＧＰシンポジウム

 

～新たな法曹養成制度における法科大学院の在り方を考える～

 

主催：文部科学省、法科大学院協会、財団法人文教協会

 

日時：平成２０年８月２３日(土)１３:４５～１７:３５（参加無料）

 

会場：上智大学四谷キャンパス１０号館講堂（東京都千代田区紀尾井町７－１）

《プログラム》
13:45～13:50

 

開会挨拶（文部科学省）
13:50～14:05

 

開催の趣旨等の説明（法科大学院協会）
14:05～14:35

 

事例発表
①法科大学院の取り組み
潮見

 

佳男

 

京都大学大学院法学研究科教授

14:35～15:20

 

②法科大学院第１期修了生の活動報告（弁護士）

休憩10分
15:30～17:00

 

パネルディスカッション
ﾃｰﾏ

 

｢法曹の質の確保を踏まえた今後の法科大学院教育の在り方｣

17:00～17:30

 

パネラーに対する質疑
17:30～17:35

 

まとめ

《問い合わせ》
文部科学省高等教育局専門教育課専門職大学院室
電話:０３－５２５３－４１１１（２９４７，３３１８）
E-mail:sen-ps@mext.go.jp

・受付、運営に関すること：文教協会「法科大学院GPシン

 

ポジウム」事務局
E-mail：houkad@bunkyokyokai.or.jp

※申し込みは、財団法人文教協会ホームページで行って

 

ください。（URL：http://www.bunkyokyokai.or.jp/）

※事前申し込みがない場合でも、席に余裕があればご入

 

場いただけますが、なるべく、事前のお申し込みをお願い

 

します。

法科大学院は、新たな法曹養

 

成制度の中核を担う教育機関と

 

して設置され４年が経過し、法

 

科大学院教育、司法試験、司法

 

修習を有機的に連携させた「プ

 

ロセス」としての法曹養成の取

 

組が本格的にスタートしました。

 

他方、法科大学院の認証評価

 

において、入学者選抜や教育内

 

容・方法等の点に関し必要な改

 

善事項が指摘されるなど、各法

 

科大学院における教育の充実・

 

向上に向けた一層の取組が求め

 

られています。

 

本シンポジウムは、法科大学

 

院のおかれた現状と課題を踏ま

 

え、関係者がそれぞれの立場か

 

ら意見交換し、法曹の質の確保

 

を踏まえた今後の法科大学院教

 

育の在り方を考えることを目的

 

としています。

【交通のご案内】

 

・JR中央線「四ッ谷駅」麹町口・赤坂口、出口から徒歩約5分

 

・東京地下鉄丸の内線・南北線「四ッ谷駅」1出口から徒歩約5分
【上智大学入構のご案内】

 

・当日は夏休み期間中のため大学構内で工事が行われております。

 

このため正門からの入構となります。

 

四ッ谷駅に近い北門は閉鎖されていますので、利用できません。

竪

 

十萌子

 

弁護士（中央大学法科大学院修了生）
鳥羽

 

浩司

 

弁護士（明治大学法科大学院修了生）
布施

 

正樹

 

弁護士（一橋大学法科大学院修了生）

稲田

 

仁士

 

三菱商事株式会社法務部長
潮見

 

佳男

 

京都大学大学院法学研究科教授
竪

 

十萌子

 

弁護士（中央大学法科大学院修了生）
三木

 

祥史

 

弁護士（元司法研修所刑事弁護上席教官）

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ

古西

 

洋

 

朝日新聞社論説委員（コーディネーター）
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